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い
た
F
…
納
の
一
一
か
を
新
∵
氷
山
氏
が
納
め
た
と
い
う
。

㊨
コ
歎
願
下
魯
」

嚇
歎
願
下
書
に
は
文
化
胤
年
六
月
＋
入
欝
に
急
死
ナ
と
あ
り
、
そ
の
條
の
貼

　
紙
に
「
御
内
意
ニ
ョ
リ
十
五
一
疲
ノ
女
子
一
人
ヲ
幾
シ
六
十
二
畿
門
ニ
テ
六
月

　
十
八
騰
法
衣
ヲ
款
珀
シ
白
芯
古
ノ
次
麓
躍
ト
畑
㍑
腐
云
々
」
・
と
あ
る
。
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三
農
或
問

脂
伽
　
笠
…
…
凹
領
東
那
珂
村
倫
1
1
根
の
堀
氏
か
ら
圃
村
志
小
雛
、
腎
北
那
珂
村
稻
、
　
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

　
こ
の
播
咽
田
轡
ハ
に
分
ψ
猟
r
し
た
と
い
う
。
藩
川
田
・
声
調
氏
の
記
肋
隊
は
絡
幅
国
後
μ
背
方
不

　
明
に
な
っ
た
の
は
帯
し
い
。

⑳
水
戸
藩
で
の
入
百
姓
記
録
は
盗
く
見
隠
す
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
以
上

　
は
移
斑
や
寺
院
の
傳
承
を
も
と
と
し
て
立
論
し
た
竜
の
で
あ
る
。

⑳
唯
盤
寺
に
は
ほ
と
ん
ど
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に
入
百
姓
記
録
が
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っ
で
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う
が
昭
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節
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軍
吊
燐
榛
生
製
の
際
銃
撃
で
蚕
櫨
脚
、
記
録
一
切

・
を
焼
失
し
、
上
蜴
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。
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。
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に
府
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を
公
認
候
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と
し
て
推
薦
す
ろ
こ
と
瓦
な
り
ま
し
た

か
ら
會
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
℃
は
何
卒
よ
ろ
し
く
御
支
援
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さ
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よ
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願
い
い
た
し
ま
す
。
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鵬魁

ﾞ
に
プ
ロ
シ
ア
の
肌
一
業
に
限
定
ざ
れ
て
い
る
黙
に

ま
た
、
資
料
上
掛
の
慧
岡
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
黙
に
物

足
ら
な
さ
を
感
ず
る
の
を
否
み
難
い
。

　
村
醸
興
雄
氏
の
「
蟷
一
次
大
…
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
軍

蔀
」
　
（
歴
史
雛
研
究
錦
唄
四
五
號
）
は
、
第
一
次
大

…戦

ﾉ
お
い
て
ド
イ
ツ
の
雪
像
を
猟
っ
て
い
た
軍
部
の

内
部
に
あ
っ
て
畏
主
・
共
学
輩
命
に
鋤
す
る
焚
持
涯

が
形
成
さ
れ
た
形
跡
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
す
か
、
「
と

の
疑
問
を
提
出
し
、
ド
イ
ツ
軍
崩
捜
に
先
立
つ
一
九

一
八
」
三
山
ハ
月
三
厨
「
政
ム
損
的
政
一
撃
」
と
よ
ば
れ
る
政

治
瓢
力
斜
一
二
h
を
上
由
了
し
た
ヘ
フ
テ
ン
↓
八
佐
を
　
収
り
ト
…
げ

大
職
末
期
に
於
け
る
政
治
的
擬
立
と
絡
み
合
せ
つ
エ

そ
の
㈹
題
を
邉
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
駿
璽
宋
期

に
あ
っ
て
も
な
お
「
勝
利
の
李
和
」
を
主
張
す
る
保

守
的
軍
部
の
中
に
あ
っ
て
、
　
「
妥
協
の
軍
利
」
と
國

　
　
　
　
　
　
ミ

内
民
主
化
に
謎
成
し
て
い
る
彼
は
…
照
甲
利
酌
、
民

霊
的
傾
向
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
彼
と
て

駿
力
増
強
の
手
段
と
し
て
民
主
主
義
に
賛
成
す
る
に

渦
ぎ
ず
、
議
魯
と
就
會
民
主
勲
が
囚
治
外
安
の
決
定

的
要
素
と
な
る
こ
と
を
極
力
防
止
せ
ん
と
し
、
帝
政

ド
イ
ツ
の
亥
剛
勢
力
を
代
表
す
る
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ

め
許
容
し
褐
る
意
見
の
抱
懐
者
で
あ
り
、
　
結
局
民

主
、
亭
和
勢
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
保
守
的
桃
格
を

持
つ
と
の
、
提
起
さ
れ
た
問
題
に
嘉
す
る
否
定
駒
見

解
に
署
し
て
お
ら
れ
る
。
彼
の
如
き
進
歩
的
分
子
．
す

ら
馬
競
的
軍
部
の
南
外
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
國
に
於
い
て
、
ま
た
ナ

チ
ス
に
於
い
て
藤
軍
部
が
劇
防
軍
の
形
で
存
縛
…
し
、

極
め
て
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
事
賢
を
思
う
な

ら
ば
、
こ
の
ド
イ
ツ
軍
部
の
祉
會
的
、
政
治
的
性
格

の
分
析
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
」
得
べ
く
、
氏

が
「
結
論
と
見
通
し
」
に
於
い
て
、
國
防
箪
の
内
部

か
ら
ナ
チ
ス
が
成
長
し
た
の
で
は
な
い
が
、
協
力
關

係
を
翻
し
、
そ
れ
等
ば
ド
イ
ツ
保
惣
主
義
の
二
つ
の

タ
イ
プ
を
代
瀕
し
て
い
た
と
…
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は

興
味
潔
い
。
し
か
し
か
x
燈
問
題
を
追
求
す
る
に
際

し
て
、
ヘ
フ
テ
ン
大
佐
を
坂
り
上
げ
る
こ
と
が
如
何

程
ま
で
陶
題
の
核
心
に
迫
り
得
る
も
の
で
あ
る
か
と

の
疑
問
は
提
出
さ
れ
得
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
出
博
愛
）

　
（
附
記
）

　
以
上
我
々
ほ
本
年
蘭
牛
期
の
西
洋
史
上
界
を
顧
み

て
紹
介
論
評
を
試
み
て
架
た
の
で
あ
る
が
、
維
者
ら

の
竈
ら
ぬ
所
よ
り
接
げ
も
ら
し
た
も
の
あ
る
や
も
知
．

れ
ず
、
ま
た
理
解
の
不
十
分
よ
り
來
る
暴
晶
欝
な
し
と

し
な
い
で
あ
ろ
5
。
分
搬
し
た
冠
者
の
蓮
絡
の
不
．
十

分
置
り
生
じ
た
交
膿
、
記
違
方
淡
の
不
統
…
と
共
に

お
詫
び
し
た
い
。

ワ

八
八

前
號
漸
次
　
（
三
三
ノ
五
㌧

毅
代
に
於
け
る
胤
先
の
祭
祀
に
つ
い
て
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
岡
三
芳
三
郎

中
世
に
お
け
る
ギ
リ
シ
9
ア
瓢
…
と

　
　
　
ラ
テ
ン
獣
…
の
問
題
：
：
：
兼
山
石

疋
夫

　　我

　　が
　　律
　　令
　　時
　　代

　　の
　　211

　　と
　　郷
i　と

i　に

曾つ
我い
部て
二塵＝唱　　　●

酎卜　：

雄i

學
界
展
塑
i
宙
小
貼
停
史
學
斑
外
の
二
塁
阿

次
號
予
管

一
世
界
の
機
業
謄
韓
」
1

　　ロ

　　ン
　　ド

　　ン
　　i新

　　胃
　　瞼
　　商
　　人
　　紅
　　合

　　の

星設
III立

輝
夫

　　癖

　　津
　　ユ拝

　　野
　　郷

　　に
　　お
　　け
　　　る

　　綿

i作
三　の

弼

尾展

彦　i

小
　
㎞
松
　
絹
　
・
の
　
獲
　
展
：
：
：
山
石
井
　

忠
能
隔

中
㎞
國
絹
一
己
技
座
頭
の
獲
…
逢
・
：
・
：
太
田
　
英
藏

憧
界
の
機
業
に
關
す
る
署
書
論
文
日
録

新
刊
批
詐
と
紹
介
、
㎞
學
黒
田
集
緑
そ
の
他
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縣
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＋
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七
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縣
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石
川
縣
考
古
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薪
究
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誌
　
藥
二
男
（
二
八
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石
川
考
古
學
研
究
會
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群
馬
懸
川
内
村
千
綱
谷
戸
石
塚
調
査
予
報
　
薗
田

　
芳
維
署
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A
5
。
ご
三
買
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匿
2
5
書
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塁
器
貫
長
弓
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窪
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．
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み
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ド
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楚
肖
♂

　
　
　
〔
難
誌
論
文
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げ
ゆ

考
古
學
難
誌
三
六
ノ
ニ
（
七
月
刃

　
4
ラ
ン
に
於
け
る
最
近
の
考
古
雄
的
成
果
と
ス
テ

　
ッ
プ
の
嫁
（
衛
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